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新任のご挨拶 
学院長・校長 補佐 濱口 誠 

 

令和７年３月に 36 年間奉職した崇城大学を定

年退職し、９月 16 日に志成館高等学院へ入職い

たしました濱口です。どうぞよろしくお願いいた

します。 

大学では、「学生厚生課」、「入試課」、「就職課」

などの学生に関わる部署に長く携わりました。学

生厚生課では、学生の生活指導や奨学金関係また

課外活動の指導などを、入試課では学生募集や入

学試験などを、就職課では学生の就職指導や企業

開拓などの業務を行ってきました。大学生といえ

ども千差万別で手のかかる学生もいれば、かから

ない学生もいて対応の多様化に苦慮した時期も

ありました。特に大学生は、社会に出る一歩手前

の時期であり、社会性に慣れさせるという観点か

ら少し厳しめの指導も伴います。また、学生の相

談や悩みを積極的に受け入れる「学生支援センタ

ー」という部署にも関わり、年々相談件数が増え

る傾向でその対応にも力を注いできました。崇城

大学のみにならず、他大学でも精神的な疾患まで

に及ばない「グレー」と言われる学生の多さに随

分苦労されていました。崇城大学は、比較的先進

的な立ち位置でこれらの学生に手厚い指導がな

されていたと思います。 

私が「志成館」に入職したきっかけは、中道学

院長・校長と入試課時代から懇意にさせて頂いた

経緯があります。「志あるところ道あり」の教育

理念の下、一人ひとりの生徒の個性を理解し、志

ある学生を積極的かつ寛容的に受け入れておら

れる姿勢に感銘を受けていました。そのような教

育理念の下であれば、私が大学で経験したものが

微力でも、お役に立てるのではないかとの思いか

らでした。入職して１か月ほどですが、志成館の

教職員は、素晴らしい先生方ばかりで驚きの日々

を過ごしています。先生方は常に生徒の立場に立

ち、木目細かい血の通った指導を実戦されていま

す。その証に職員室には常に多くの生徒が居て、

それぞれの先生にフレンドリーに会話をしたり、

将棋やけん玉をしたりまた、相談したりしている

姿を目の当たりにして驚きの毎日です。また、進

路指導や受験指導など生徒が居ないところでも

一人ひとりの名前を出して真剣に話されている

ことにも感動を覚えています。とにかく心や行動

が熱い先生ばかりです。 

現在、私の主な仕事は高校訪問を行い「志成館

教育の特長の紹介」と「高校現場の現状把握」で

あり、また「ビジネスマナーの基礎」の授業を２

コマ持たせていただいています。高校訪問時の感

想ですが、高校現場では志成館教育は進学の実績

からか、随分高く評価されています。一方、高校

現場では通信制高校での特長である生徒の個性

にあった教育方法などを取り入れるカリキュラ

ムなどを検討されているなどの話も聞こえてい

ます。志成館の授業では、素直な生徒が多く人間

性での質の高さを実感させられることも多くあ

ります。今後も「志を持つ生徒」や「志を育ませ

る教育」などを支援することを目標に微力ではあ

りますが、尽力する覚悟です。 
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日 曜 11月の予定 

1 土 【予備校】共通テスト模試  

2 日   

3 月 ㊗文化の日 

4 火  【3 年】二者面談 

5 水   

6 木   

7 金  漢字検定 

8 土   

9 日   

10 月  味噌天神ボランティア 

11 火   

12 水   

13 木   

14 金   

15 土   

16 日   

17 月  【2 年】二者面談 

18 火   

19 水   

20 木   

21 金  【3 年】レポート〆切 

22 土   

23 日 ㊗勤労感謝の日 

24 月 振替休日 

25 火   

26 水   

27 木   

28 金   

29 土   

30 日   
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本日もお疲れさまでした。 

きたのです。 

今回は先月のコラムで紹介した「スーパーで売ってい

る野菜や果物の種を植えたら育つのだろうか？」の実験

結果をお伝えしたいと思います。(捨てるはずだったカボ

チャの種を使用しました) 

結論から言うと、発芽しました！なんと 2 日で！本当

に植物の成長には驚きです。せっかくなので、みなさん

にも発芽した方法を共有しますね。 

まず種をきれいに洗って、乾燥させます。そして、湿

ったキッチンペーパーの上に乗せ、涼しく暗い場所で保

管します。その後発芽したら、プランターやセルポット

に植え、育ったら地植えをするみたいです。 

私の場合には、観察 2 日目にはもやしのような芽が種

の隙間からでてきました。 

そして、観察 4 日目にはプランターに植えましたが、

その 2 日後には土から芽が出てきました。 

植える時期や使う土、日光の当たり具合等、実ができ

るための条件はたくさんあるため実ができるか心配で

すが、頑張ってみます！カボチャのポタージュを食べる

ために…！ 

追記：前回のコラムを見ました！と声を掛けて下さった

M さん親子ありがとうございます。嬉しかったです^ ̂  

 

 

 

 

 

 

古文を勉強している時に、現代語と同じなのに、あれ？

と思う単語に出会うことがあります。「言葉は生き物だ」

と言われるように、時代や場所によって変わっていくもの

です。その変化の大きいものを、入試問題では要求される

ようです。 

 

その③  

「うつくし」＜形容詞＞ 
 

今は・・・ 

「美しい」「（特に）容姿がよい（とほめる）」 

彼女は、なんて美しいんだ。 

 

昔は・・・ 

「かわいらしい」「（小さいもの、かよわいものに対して）

支えたくなるようにかわいらしい」 

小さきものは、みなうつくし。（人であれ、動植物であれ

小さいものは、すべてかわいらしい。） 

注 いわゆるビューティフルの意味は、ほぼない。あえて

言えば、キュートか・・ 

 

 

 

 

受験生に向けて・・・ 

現代でいう「美しい」に近い古語は「うるはし」と思わ

れます。古語の「うつくし」は、かつての、男尊女卑に基

づくもので、今で言う、上から目線の使い方でしょう。た

だ、ここでは、男が若い女を守りたい感情、強いものが、

弱者を庇護したくなる感情と理解したいですね。若者が、

高齢のおばあちゃんを「かわいらしい」と言う場面は、古

文ではありません。 

 

 

 

 

 

 

「春夏冬」 

大学時代によく通っていた食堂の名前が「春夏冬（しゅ

んかとう）」でした。しかしその地域では「あきなし」と

いう愛称で親しまれていました。なぜかと言うと「秋がな

いから」という意味と何回食べても「飽き」が来ないぐら

い美味しいから「飽きなし」なんです。 

さて今の日本はある意味「秋なし」です。このコラムを

書いている 10月 14日、日中の気温は 31度（真夏日）

です。半袖を着ています。そしていつの間にか寒くなり冬

服を着ていると思います。こんな時期に生まれる私の悩み

はお気に入りの「ロン T」を着るチャンスを逃してしまう

ことです。私の手元には今年の秋に着ようと思って買った

桂正和先生のロン Tがあります。いつ着ればいいのか。そ

して今年も過ぎて行く、、、。 

 

 

 

 

 
【味噌天神清掃】 
１１月１０（金） ９：００ 
  志成館 １F 集合 
（参加をするとボランティア証明書が発行されます。進学のた

めに必要な生徒は通年で参加をしましょう。） 
 
【折々ボランティア募集】 
志成館の近くにある「あいぽーと」で折々ボランティアをして

みませんか？「あいぽーと通信」の発送作業のボランティアです。
印刷された原稿を封筒に入る大きさまで折って封筒に入れ、のり
付けしてもらう作業になります。 

 
〈場所〉あいぽーと 

（中央区大江５丁目１－１ウェルパルくまもと１階） 
〈時間〉９：３０～１１：３０（この時間内で都合の時間） 
 
個人で参加の場合は上記の好きな時間で、志成館の先生と一緒

に参加したい場合は先生のスケジュールを打ち合わせたうえで担
当の先生と一緒に３０分程度、あいぽーとにて作業を行います。
いずれの場合も担当（甲斐先生 080-9410-9017）までご連
絡ください。 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度８回目の今回は、タイムスリップキャンプの様子

をお見せします！ 

それでは、レッツぐるぐるウォッチっち！ 


